1998ネン ノ セカイ ノ フトウコウ ケンキュウ ノ ガイカン : ERIC オヨビ PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS ノ ブンケン カラ by 佐藤 正道 & Masamichi Sato
          １９９８年の世界の不登校研究の概観 
          －ERICおよび PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSの文献から－ 
 
                                                              佐藤正道 
 
                                       要約 
 日本の不登校の問題を考える上で，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。筆
者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 1 年毎に
ERIC および  PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード
school  
attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。そ
の継続研究として 1998 年の文献 51 件について取り上げ分類し検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 平成 10 年度学校基本調査報告書(1998)によると，学校嫌いを理由とする 30 日以上の欠席者
数は，平成 8 年度に対して平成 9 年度では小学校が 1,367 人増の 20,765 人(0.26%)，中学校が
同じく 9,848 人増の 84,701 人(1.89%)になっている。「学校嫌い」と「30 日以上」という数で
あり，実際にはさらに多くが不登校の状態にあると考えられる。筆者(1992a)は，諸外国と日本
における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の 






様，DIALOG データベースの ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO データベー
ス)を用い，文献検索を行った。これらの中から不登校との関連が考えられるものについて，キ
ーワード毎に分類した。筆者の作業(1992a)に続くこの継続研究は，今回で８年目に当たるが，
同一規準で 10 年分の作業をし，世界での傾向を把握する基礎研究の 1998 年分である。 
 DIALOG データベースでの 1998 年の ERIC では， school attendance に関する文献が 7 件，
school dropouts に関する文献が 6 件，school phobia に関する文献が 0 件，school refusal に関す
る文献が 0 件であった。一方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関す
る文献が 39 件，school dropouts に関する文献が 31 件，school phobia に関する文献が 2 件，school 
refusal に関する文献は 16 件であった。 
 DIALOG データベースの 101 件の文献の中で不登校との関連が考えられる 51 件について，
キーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 




  １ school attendance に関する研究の概観 
  attendance をキーワードに持つ文献 46 件のうち，関連の考えられる 27 件について概観する
ことにする。ERIC では 7 件のうち 4 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，39 件のうち
23 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 20 件，オーストラリアが 4 件，カナ
ダが 1 件，フィンランドが 1 件，ジャマイカが 1 件である。 
  Mau ら(1998)は，高校生の卒業後の進路とカウンセラー及びその他の影響を与える人物が高
校生に期待していると認識をしていることを調査するために本研究を行っている。データは，
10 年生と 12 年生の国家的に代表的なサンプルから抽出し，2 年間の追跡調査を行ったという。
この研究の最も重要な結果は，カウンセラーが人種的背景の如何を問わず大学進学を希望して
いる 10 年生と 12 年生の割合が高いということである。更に集団によらず，10 年生から 12 年
生まで大学進学を希望している学生の割合がかなり増加しているとも述べている。 







  Corville-Smith ら(1998)は，登校状況と，生徒の性格，家族関係，学校にかかわる変数との間
の関係を調査研究している。15～19 歳の 54 人の高校生が調査に参加し，初期の報告と t 検定
から欠席と生徒，家族，学校の変数の間に統計的に重要な関係があることが分かったという。
また判別式分析によると，長期欠席者と普通の登校している生徒では生徒，家族，学校の特徴
それぞれ３領域を表す 6 つの変数の組み合わせによって識別されたと述べている。 
  Hansen ら(1998)については，school attendance にも関連するが，school refusal に関連してい
るので，school refusal において取り上げることにする。 


























な問題が逆に成績に影響するかを決定する 3 つの道筋をここでは示唆している。 
  Rollings ら(1998)と Pritchard ら(1998)及び Anderson ら(1998)は，school attendance にも関連










  Epstein ら(1998)は，家族の保護と再統一を強調した都会の児童ケアサービスを受けている子
どもの教育的な達成状況を調査研究している。本研究への参加者は，1 年生～8 年生，年齢 6
歳～15 歳の 30 人の少年と 26 人の少女であったという。参加者の教育的な達成状況の情報は，
14 アイテムの質問紙を用いて収集したという。データには，成績，登校状況，家族状況が含ま
れているという。本研究参加者の大部分は，中心となる学習領域での成績が芳しくなく，さら
に，平均 16 日の欠席と 9 日の遅刻をしていたという。参加者の 25%は，1 回以上学年を繰り返
していたという。成績と家族状況については何の関係もなかったと述べている。 












  Metsaehonkala ら(1998)は，3,580 人の 8～9 歳の子どもの頭痛と関連する偏頭痛と偏頭痛では
ない頭痛の発生と社会人口統計学的要因と学校要因についての研究を行っている。一般的な健
康，登校状況，子どもの頭痛に関するデータが，郵送による質問紙を用いて収集したという。
調査前 6 ヶ月に頭痛のあった者については，最初の調査の 6 ヶ月から 1 年後に更に詳しい質問
紙を送付したという。2.7%にあたる 95 人が偏頭痛を，27.3%にあたる 977 人が偏頭痛ではない






  Last ら(1998)は，school attendance にも関連するが，school phobia に関連しているので，school 
phobia において取り上げることにする。 
  King ら(1998)は，school attendance にも関連するが，school refusal に関連しているので，school 
refusal において取り上げることにする。 
  Walker ら(1998)は，school dropouts にも関連するが，ここで取り上げることにする。ジャマ








  Borland と Howsen(1998)は，成績に対する登校状況の効果に関する Lamdin(1996)についての
コメントを加えている。成績に関して登校状況は肯定的かつ重要な効果があるという証拠につ













いる。549 人の生徒，78 人の教員，376 人の親，22 人の学校管理者について，両方のタイプの
スケジュールに対する態度を決定するために調査している。結果によると，ブロックスケジュ
ールが有効であると述べている。 












以上の 7030万人が普通学校に学籍登録されている。初等学校には 3150 万人，高等学校には 1530
万人が登録されている。10 年生から 12 年生の高等学校の年間中途退学率は，4.7%である。18
歳から 24 歳の学籍登録されていない，高等学校を卒業していない中途退学集団は，この年齢の























は 50～70 万人と見積もられているが，ある種の算定では 123 万人とも言われているという。こ
の数は，過去 15 年の間に急速に増加してきているという。ホームスクーリングには，Raymond 










 ２ school dropouts に関する研究の概観 
  1998 年の dropouts をキーワードに持つ文献 37 件のうち，関連の考えられる 30 件について概
観することにする。ERIC では 6 件のうち 5 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，31 件
のうち 25 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 26 件，ノルウェーが 1 件，ニ
ュージーランドが 1 件，イタリアが 1 件，ジャマイカが 1 件である。 




























  Fergusson と Horwood(1998)は，969 人の子どもの将来に関する研究から，8 歳の行為上の問








  Solomon と Liefeld(1998)によると，都会の青年期の母親を，出産時の平均年齢 16.62 歳の 34
人の介入群と出産時の平均年齢 17.38 歳の 29 人の統制群に割り振り調査研究を行ったという。
介入群の母親は，家庭訪問，母親学級，学校の擁護，ケース管理サービスを受けていたという。
最初の評価は出産後すぐに行われ，追跡調査は，24 カ月の家庭訪問の間に行われたという。継
続した妊娠では介入群が 7，統制群が 14，中退率では介入群が 2，統制群が 8 という結果にか
なりの差が現れていることから，青年期の母親を援助する介入プログラムは，学籍登録し学業
を完了する期間には，引き続く妊娠を遅らせると述べている。 
  Ellickson ら(1998)は，カリフォルニア州とオレゴン州の 4,390 人の青年で，高校中退に関す
る青年期初期の薬物使用の影響を調査研究している。対象者は 1985 年の 7 年生の時に最初に調














  Dugger ら(1998)は，中退者を学校に復帰させ，卒業まで学校に在籍させるのに成功している

































とができるという。2%が差し引かれるとすると，犯罪歴を持つ者は 130 万～150 万，重度の薬
物乱用者では 37 万～97 万，高校中退者では重度の薬物乱用者か犯罪歴を持つ者かで異なって
くるが全体では 170 万～230 万ドルの「危機的状態にある若者を救済する財政上の価値」の評
価が認められると述べている。 
  Stevenson ら(1998)は，妊娠している十代の若者の学校の重要さと中途退学に対する心理学的
幸福，社会的サポート，人口統計学的変数との関係を調査研究している。平均年齢 16.7 歳の



















  Jew と Green(1998)は，中途退学，薬物使用，アルコール使用のような行動上の問題の危機に




  Crum ら(1998)は，953 人の黒人の大人でのアルコール乱用と依存の進行に関する，児童期の
教育的達成状況，中途退学，初期の学校適応状況の影響について検討している。対象者は 1966






  Ukaga ら(1998)は，8 年生の国家調査データを用いて，高校中退と高校を完了しない 8 年生
の認識される可能性に関連する要因の関係を調査研究している。高校を完了しない 8 年生の認
識される可能性に大いに影響する変数について決定するために，都会群と田舎群の回帰モデル
を研究したという。1988 年度にアメリカの私立および公立学校の 8 年生であったすべてを対象
者としたという。調査には 1052 校，24,599 人の生徒が関わったという。統制の位置，自己概
念，志望が，高校を卒業しない 8 年生の認識される可能性と逆数的に関係することが分かった
という。都会群と田舎群についてのこれらの変数の研究から同様の傾向が明らかになったとい
う。   
 Whaley と Smyer(1998)は，補正プログラムに置かれたアフリカ系アメリカ人の中途退学者群
での自己価値，自己不一致の一般的に予測される判断に関して，認知される能力，学校からの
疎外，社会の文化的不信のどの領域かを決定するために回帰分析を行っている。州が提供した



















 Walker ら(1998)は，school dropouts にも関連するが，school attendance において取り上げた。 







性や逸脱した仲間との青年期の協力関係の影響についての先行的な調査研究(例えば D. P. 
Farrington;1990)がこれらの結果を支持するものであるとしている。 
 KIDS Count Data Book, 1998(1998)は，近年 ERIC で見られる文献の一つであるが，今年も
dropouts のキーワードにヒットしてきている。昨年は，attendance のキーワードにヒットしてい
たが，今年はヒットしていない。アメリカ合衆国における教育，社会，経済，身体に関わる児





年に 11%，1996 年に 10%，不登校率と未就労率が 1985 年に 11%，1996 年に 9%と記述され，
国家規模では減少していることが分かる。 
  Berktold ら(1998)は，1988 年の国家縦断研究および 1994 年の追跡調査のデータを用いて，
高等学校を中途退学した 1988年に 8年生だった生徒たちの教育的達成状況と職業的達成状況を
調査するために本研究を行っている。これらの中途退学者のおよそ半数が最終的には高等学校








をしなかった同じく 1988 年の時 8 年生は，1994 年にはフルタイムあるいはパートタイムで仕
事をしていたが，おそらくその後の教育課程に就いているという。中途退学をしなかった者の
半数以上は，2 カ年あるいは 4 カ年の高等学校後の公的機関に登録していたという。一方中途
退学者のおよそ 1/4 が，このような公的機関に登録していたと述べている。 
  Zehnder-Merrell ら(1998)は，1997-98 年ミシガン州 Kids Count Data Book で，ミシガン州の 83
地域の子どもの状況を述べている。ここでは，児童福祉の州の一般的な傾向の概観及び各主要
地域の発展について取り上げている。この年刊では地域を 5 つのグループに分けて取り上げて
いる。先に取り上げた国全体としての Kids Count data book の傾向とは異なり，1980 年代半ば
から 1990 年代半ばにかけて 19 指標のうち 13 指標が悪化してきていると述べている。なお，
Kids Count Data Book(1998)での 1996 年の値は，ミシガン州の中途退学率は前年と同じく 8%，
不登校率及び未就労率は 7%で前年より減少を示している。 
 Boesel ら(1998a)によると，16 歳以上のほぼ 100 万人の中途退学者の 3/4 が選択的な高等教育






  Boesel ら(1998b)は Boesel ら(1998a)の要約であるが，1995 年に 100 万人の中途退学者のほぼ
3/4 は GED を受験したという。テストに合格した 50 万人は，その年にすべての高等学校のほ
ぼ 1/6 の卒業資格を有したものとされたという。平均して，GED 資格者は，GED を構成する 5
つのテストで高等学校卒業と同様の成績を修めたという。50～63%が，特にコミニティーカレ
ッジや職業訓練のような市民の教育や訓練を行ったという。1986～1992 年に GED 資格者の高
等学校卒業後教育で占める割合は，7% から 4%に減少したという。GED 資格者の職業プログ




  ３ school phobia に関する研究の概観 
 1998 年の school phobia をキーワードに持つ文献 2 件のうち，関連の考えられる 2 件について
概観することにする。ERIC では見あたらず，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，2 件のう
ち 2 件を取り上げる。なお，国別では，イタリアが 1 件，アメリカ合衆国が 1 件である。 
  Last ら(1998)は，school attendance にも関連するが，ここで取り上げることにする。学校恐怖

















 ４ school refusal に関する文献 
 1998 年の school refusal をキーワードに持つ文献 16 件のうち，関連の考えられる 16 件につい
て概観することにする。ERIC では 1 件もなかったが，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，
16 件のうち 16 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 8 件，オーストラリアが 6
件，日本が 1 件，英国が 1 件である。 























  Anderson ら(1998)は，school attendance にも関連するが，ここで取り上げることにする。長
い間登校に関係する不安兆候を示している 13 歳の男子についてのケース研究を行っている。登
校拒否診療を受ける来談時に，過去 3 週間に 1 日だけの登校という登校するのがかなり困難な





  King ら(1998a)は，school attendance にも関連するが，ここで取り上げることにする。登校拒

















 Zalaquett ら編(1998)では，ストレスあるいはストレスに関連する要因の評価に対する 17 の
異なった方法を取り上げている。この冊子中では，特に Christopher と Cheryl の登校拒否評価尺
度が関連する。 
 Yamazaki(1998)は，登校拒否の 177 人の子どもについて，身体化を長引かせている要因と欠
席期間と身体化の期間の関係を調査研究している。患者は，DSM-Ⅲ-R に基づいて不安，抑う
つ，身体表現の 3 つのタイプに分けたという。身体化の期間と身体表現型の欠席期間のいずれ










































  Briesmeister と Schaefer 編(1998)は，外在化した障害を改善し治療する介入戦略を取り上げて
いる。また，内在化した障害についても注意を向けているという。身体的，認知的，情緒的，
社会的，心理学的成長と発達の本質的過程に支障をきたす問題を特定し取り上げているという。
この冊子中では特に Christopher と Tami の登校拒否行動の治療処置における親の訓練が関連
している。 





















 Ⅲ おわりに 
 1998 年の ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS における不登校に関連すると考えられる
研究では，青年期の妊娠，アルコールや薬物使用，暴力や犯罪等との関連と登校あるいは中途
退学に関する文献が多く見られた。国別では，アメリカ合衆国が多いが，オーストラリアの文
献が今年はこれまでよりも多く見られた。昨年 5 件見られた KIDS COUNT Data Book のデータ
を元にした文献が今年も見られたが，その中で中途退学率と不登校率及び未就労率の減少を取
り上げているのが注目されることである。数値としては高いが，日本では依然増加傾向である
のにアメリカ合衆国の国家規模では 1996 年に減少している。 
 近年日本では，school counselor が導入されてきており，不登校研究との関連も間接的に本論
文中でも取り上げてきているが，文献数としては 2,3 件を推移し多いとはいえない。school 
counselor での検索では PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，59 件あり，これ自体としては本
研究とは別に目を向けていきたい。 
 DIALOG データベースでの 1998 年の ERIC では， school attendance に関する文献が 7 件，
school dropouts に関する文献が 6 件，school phobia に関する文献が 0 件，school refusal に関す
る文献が 0 件であった。一方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関す
る文献が 39 件，school dropouts に関する文献が 31 件，school phobia に関する文献が 2 件，school 
refusal に関する文献は 16 件であった。1998 年の検索文献総数は，101 件でありこのうち 51 件
について取り上げた。検索文献件数は，昨年の 103 件とほぼ同数である。経年変化については，
2001 年以降にまとめるが，増減については注目しておきたい。 
 基礎研究としての ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登
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